ビジネス探究プログラム　ビジネス探究Ⅱ　ＰＢＬ教材　評価資料評価資料

	分野名：（科目名）
	ビジネス情報分野（科目「ソフトウェア活用」）

	教材タイトル
	「ビジネスプレゼンテーション」



	１　本単元の目標

	＜１時間目＞
　・自身が探究してきた内容や興味・関心がある分野などから、よりよい社会の実現に向けた課題を見つける。その課題を解決するうえで、ソフトウェアをいかに活用するか考える。また、類似した課題をどのように解決したか調べることで、ソフトウェアの活用について体系的・系統的に理解する。
＜２時間目＞
・成功事例や改善事例などから科学的な根拠をもとに創造的に課題の解決をする。また、他者と情報を共有して協働的に取り組むことで、課題解決に向けて主体的に学び続ける態度を養う。
＜３時間目＞
・効果的なプレゼンテーションを目指して、発表の構成や資料を作成する。ルーブリックを確認し、高評価を得られるように工夫して取り組む。
＜４時間目＞
・プレゼンテーションの実施と評価票の記入を行う。




	２　評価規準と具体的評価方法（〇記録に残す評価　●指導に生かす評価）

	【Ａ】知識・技術（５点）
  　　〇ソフトウェアの活用について体系的・系統的に理解している。
〇類似した課題についてソフトウェアをいかに活用して解決したか具体的に調べている。
　　　　評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
評価Ｂ（３点）…「ソフトウェア活用ビジネスプレゼンテーション」のプリント「社会が抱えている課題」「類似した課題に対してソフトウェアを活用することで解決した成功事例や改善事例」欄にソフトウェアを活用した内容がそれぞれ１つ書かれている。
評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。








【Ｂ】思考・判断・表現（10点）
〇科学的な根拠を基に解決の方法を考えている。
〇他者の解決案について、よりよく改善するための考えを説明している。        
　　　　評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
評価Ｂ（３点）…「ソフトウェア活用ビジネスプレゼンテーション」のプリント「前述の事例など科学的な根拠に基づいたソフトウェアを活用した課題解決」「プレゼンテーションの構成」欄に根拠に基づいた解決方法で自分の考えが書かれている。
評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。
　　　〇プレゼンテーションに説得力があり、聴衆に理解しやすい発表をしている（生徒が評価した「プレゼンテーション評価票」において点数化したものを参考にし、教員が評価を行う）。
　　　　※以下の評価Ｂの△と〇については各学校の実情において数を決める。教材作成者としての推奨は11点～15点である。
　　　　評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
　　　　評価Ｂ（３点）…生徒が発表を聞きながら記入した「プレゼンテーション評価票」の合計の平均が△点～〇点である。
（生徒の評価は参考程度に用いる。最終的には教員が評価を行うこと）
　　　　評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。



	【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度（５点）
●組織の一員として自己の役割を理解して当事者意識をもち、課題の解決に向けて積極的に取り組もうとしている。
〇改善する力の向上を目指し、主体的に学び続けようとしている。
　　　　評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
評価Ｂ（３点）…「ソフトウェア活用ビジネスプレゼンテーション」のプリント「学んだことや感じたこと、身につけたことなどの振り返り」について考察し、今回の学習を今後に生かそうとしている。
評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。

	【総合評価】（20点満点）
　　総合評価Ａ・・16点以上
　　総合評価Ｂ・・９点～15点
　　総合評価Ｃ・・８点以下
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